【報告用資料】
塩竈市子ども・子育て会議（平成25年度第1回）議事概要　報告書
	１．会 議 名
	塩竈市子ども・子育て会議（平成25年度第1回）

	２．日　　時
	平成25年9月27日（金）　18:30　～　20:00

	３．場　　所
	壱番館庁舎３F教育部会議室

	４．出 席 者
	＜子ども・子育て会議委員＞　13名（欠席　横山・千坂委員）
＜塩　竈　市＞　７名・副市長、健康福祉部長、子育て支援課長
子育て支援課職員3名
教育部学校教育課職員1名
＜コンサル＞　　2名・アシスト㈱


＜議　事　概　要＞
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１．開　　　　　　　　　 会　　　司会（家庭支援係長）
２．委　嘱　状　 交　付　式　　　（副市長）
３．市　　 長　　 挨 　　拶　　　（副市長）
４．委　  員　 の　 紹　 介　　　司会（家庭支援係長）
５．職　  員　 の　 紹　 介　　　　〃
６．会 長 ・ 副 会 長 選 任　　　条例第5条に基づき、会長、副会長を互選により決定。
　　　　　　　　　　　　　　　○会　  長：本郷　一夫　委員
　　　　　　　　　　　　　　　○副 会 長：扇　恵美子　委員
７．会長挨拶　　　本郷　一夫　委員
８．議事　　　
（１）のびのび塩竈っ子プラン（次世代育成支援行動計画）の事業実績について
　　　保育所入所人数、幼稚園園児数、子育て支援センター利用者数、放課後児童クラブの入所者数について、平成22年度から平成25年度にかけての推移等について説明を行った。
（２）子ども・子育て支援新制度について（スケジュール）
　　　ニーズ調査を中心とした、平成25年度のスケジュールについて説明を行った。
（３）子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査票（案）について
　　　ニーズ調査について説明を行った後、たたき台をもとに、委員の方々より修正点等意見を出していただいた。会議の中では意見を出しきれないので、10月4日を期限にファックスで意見を頂戴し、それをもとに次回会議まで修正案を作成することとした。
９．その他　　　　次回（第2回）は10月11日（金）に開催する。
１０．閉会　　　　（部長）
＜出された主な意見＞
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（２）子ども・子育て支援新制度について～資料2
　・議事資料P6の「施設型給付」と「地域型保育給付」について説明してください。
　【事務局】（参考資料④P15をもって説明）
　　　　　保育所、幼稚園、認定こども園を通し給付制度が創設されることにより、利用者の負担軽減、施設への安定的な財政支援が可能となります。また、「地域型保育給付」事業が市町村での認可事業になることで、一定の基準を設けて、地域の実情にあった子育て支援事業を行ってまいります。
　・「施設型給付」は保護者の就労形態によって、利用時間を選べるということですか。
　【事務局】選べるというよりも、保護者の就労形態に合わせて、保育を提供できる内容となります。国では、保護者の就労時間フルタイム、パートタイムでの区分を検討しているようです。
（３）子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査票（案）について～資料3
　・ニーズ調査票のページ数が多いのではないでしょうか。
　【事務局】国の調査票を基本として文言をわかりやすく変更した形で作成しています。所要時間として40分～1時間以内で回答できるかと思います。市側としてはこの内容で回答いただけると、計画を策定しやすくなります。
（改善が必要な意見）
　・P10の問15で利用料を表記していますが、料金の内訳がなく分かりづらいと思います。幼稚園毎に料金設定も違うので表記の仕方に精査が必要ではないでしょうか。
　・問15の８．その他認可外の保育施設（ちびっこランドなど）とありますが具体的な施設名を挙げるのは良くないと思います。
　・P15問22一時預かり等の利用についての設問で、月極で幼稚園などの施設を利用している方も多くいますが、この設問に該当するのでしょうか。該当しないのであれば月極の方は記入無しなど分かりやすく表記してほしい。
　・資料3－2のP5「放課後児童クラブ」の注釈があるが、公立、民間問わず放課後児童クラブと言うのでしょうか。
　・調査票の表紙に「分からないところ・関係ないところは記入の必要はありません。」という記載が必要ではないでしょうか。
　・調査票の表紙が堅い印象を受けます。この調査を行うことで「子育ての環境が良くなります」などキャッチフレーズを入れてみてはいかがでしょうか。
【事務局】上記の意見については、指摘通り納得する意見であり、調査票の改善を検討します。
